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《将来に向けた取組方針》
当社は創立以来、お客さまに電気を安全・安心かつ効率的にお使いいただくためのサービスを提供してきました。お
客さまにおける電気使用の合理化（電気料金負担の軽減、地球温暖化防止への貢献）を支援するとともに、電気の使
用状況を見える化する時計「SMART CLOCK」を通じた省エネコンサルティング、上げデマンドレスポンスの促進に
よる再生可能エネルギーの最大活用に努めています。また非化石証書の効力を付加することも含め実質的な二酸化炭
素排出量がゼロとなる「CO2フリー電力」の供給を行っています。今後もお客さまと二人三脚で気候変動による悪影
響を可能な限り抑制し、低炭素社会の実現に貢献していきます。
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社会に向けたメッセージ　「省エネへ、二人三脚。」
ステークホルダーの皆さまとともに持続可能なエネルギーの発展と社会課題の解決に努めます。

太陽光・風力発電などの発電量増加
により「需要＜供給」となる時間帯。
これまでは出力制限の対象となること
もあったこの時間帯の電気を積極的
に使うことが「上げＤＲ」。

「上げＤＲ」の例。
ある一日の需要量と各種電源の発電状況
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